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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
ピーナッツや卵については、生後早期から日常的に摂取することが、そのア

レルギーに予防的な効果を示すことが報告されているが、牛乳についてはま

だわかっていない。 

本研究では、 10 万組以上の母子が参加する全国出生コホートであるエコチル調査のデ

ータを使用し、ミルクの摂取時期が、1 歳までの牛乳アレルギーに与える影響

を検討した。暴露要因は 3 つの時期(0-3, 3-6, 6-12 か月)のミルク摂取の有

無とし、牛乳アレルギーのリスク比を算出した。牛乳アレルギーの定義は、

①乳製品に対するアレルギー症状、②ミルクを含めた乳製品をアレルギーの

評価時期に非摂取、③食物アレルギーの医師の診断、の 3 つを満たすものと

した。統計学的な解析の結果、1 歳時の牛乳アレルギーの減少と関連してい

たのは、3-6 か月時の粉ミルク摂取であった。一方、0-3 か月における粉ミル

ク摂取と牛乳アレルギーの摂取との関連はみられず、ミルクを早期に開始し

てもすぐに中止すれば、牛乳アレルギーに対する効果が失われる可能を示唆

した。 

以上の研究内容は、乳児期以降の牛乳アレルギー発症に 3-6 ヶ月に摂取し

た牛乳由来抗原が予防的に作用することを示唆しており、牛乳アレルギーの

発症機序に関する新知見を付与する意義あるものと考えられる。 

本論文に関する試験は、まず論文の研究目的、方法、実験結果などについ

て説明を求めた。次に各調査委員より専門的な知見から論文内容およびこれ

に関連した事項について種々質問を行なったが、概ね適切な回答を得た。な

お、本論文は共著者 13 名であるが、予備調査の結果、申請者が主導的役割を

果たしていることを確認した。 

よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 

 

 


